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－2 （  ）－
数，さらに製品出荷額では差が小さくなるし，日本の繊維産業が大きく縮小し
















































































































































































































　なお本稿は，2016 年 3 月 5 日北陸地域政策研究フォーラムで発表した内容
をもとにまとめたものである。最後に，取材に協力してくださった企業および
工業技術センターの皆様，フォーラムで貴重なコメントを寄せて頂いた皆様に
深く感謝を表明したい。
提出年月日：2016年5月12日
注
１．筒織物は，農産物をトラックに直接積み込むシステムの普及により需要がなくなった。
２．野尻（2015）p9。
３．以下は2015年8月～ 12月に各社で行ったヒアリング調査をもとに，各社の資料や野尻
（2015）を参考にしてまとめたものである。
４．網戸は黒いほうが視認しやすく，白いと（さらにステンレスを付着させると）光の反射で
向こうが見にくくなる。他に，光触媒加工で汚れを落としやすくしたり，猫などのペットの
爪とぎによる破損を防ぐなどの機能性付与がある。
５．織物や編み物では，モノフィラメントのメッシュを除けば，繊維を撚糸や紡績によって集
積させて糸の状態にしてから織ったり編んだりする。対して不織布は繊維を熱や接着剤，水
流などによっていきなりシート状にするため工程が短くコストが低い。
６．エレクトロスピニング製法による。
７．富山新世紀産業機構『TONIO Web Magazine』2014年10月15日，『北日本新聞』2015年
3月31日，およびヒアリング調査より。　
８．同社については，2002年４月に行ったヒアリング調査も加味した。
９．富山県工業試験場のサーマルマネキンを用いた試験では，従来のニットより体感温度が２
度ほど高くなった。同社の生地を用いた衣料は，国内最大手のショッピングモールとライバ
ルのスーパーの両方で採用されており，これは異例であるという。
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